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　モスクワ時間 2 0 1 5 年 4 月 1 日 0 時 0 分から同 4 月 3 0 日 2 3 時 5 9 分の期間、T h e  A c t i v i t y  D a y s  " 1 2 0  Y e a r s  o f  R a d i o "  が開
催されました。ロシアの科学者アレキサンダー・ポポフによる無線実験が世界で初めて行われてから1 2 0 周年を記念し
S R R ( ロシア・アマチュア無線連盟、ロシア語ではC P P ) が企画、主催したものです。
私達はマルコーニにより行われた実験が世界最初と思って来ました。でも、これはポポフというロシアの科学者による
実験が先だったという話に基づいているものですから、ちょっとそれについて調べてみました。すると、ポポフの実験は
1 8 9 5 年 5 月 7 日、マルコーニは同年夏だとあるのです。これからだとポポフの方が先ということになるのですが、公開実
験の前に私的な実験があったはずですから、私の簡単な調べではどっちが本当に先だったのかはっきりしないままで
した。
このイベントを楽しむのには、どちらが先かは私にとって重要な問題ではありません。それより、S R R が企画したこのイ
ベントのルールに大変興味を覚えました。どうやらこれまでアマチュア無線にはなかった種類のイベントに思えたから
のようです。
これまでアマチュア無線の中で、国際的なイベント( ゲーム? ) は、D X C C のような長期レース、短期決戦のコンテストが主
で、他のイベントはそれから派生した類似のものばかりのように思えます。ロシアのS R R が主催したこのイベントは、そ
のいずれでもありません。では、先ずどのようなルールのイベントなのかをお話しましょう。

 無線開始 1 2 0 年を記念した特別局が準備され4 月 1 日モスクワ時間 0 時に運用を開始しました。この特別局は1 2 0 年前
の年号を含んだR 1 8 9 5 R 、今年の年号のR 2 0 1 5 R の2 局とR 1 2 0 R A 、R 1 2 0 R B  … R 1 2 0 R Z の2 6 局です。また、外国であっ
ても1 2 0 をコールサインに配した特別局であれば主催者側の局として認めるということから、カザフスタンのU P 1 2 0 R とモ
ルドバのE R 1 2 0 R が参加し、計3 0 局が主催者側局ということになります。参加局はこれら3 0 局とQ S O することでのみ得点
を得ることができます。また、同じ局とはバンドやモードが異なればそれぞれで一度のQ S O だけが有効です。モードは
電話、電信、デジタルモードの3 種で、デジタルモードはR T T Y とP S K のいずれでも構いません。J A から現実的にQ S O
に使用可能なバンドは1 6 0 、8 0 、4 0 、3 0 、2 0 、1 7 、1 5 、1 2 、1 0 m の9 バンドということから、可能な最大Q S O 数は3 0 局×9 バ
ンド×3 モード= 8 1 0  ということになります。( ちなみにJ A 3 U S A の最終有効Q S O 数はは4 9 1 でした)
従来のコンテストや D X C C ではこちらからの申告で成り立ちますが、このイベントではこちらからログの提出は全く不要
です。主催者側の3 0 局が頻繁にそれぞれのログを主催者側サーバーにアップロードし、サーバーが全体のデータ管
理をおこない、連動したW E B サイトで公表してくれるのです。参加者はこのW E B サイト( h t t p : / / r a d i o 1 2 0 . h a m l o g . r u ) にア
クセスして自局のコールを入力さえすれば、その時点でのQ S O 数、得点や 3 モードの利用比率等を知ることができるよ
うになっています。それどころが、3 0 局を縦軸に、バンドとモードを横軸にとった表でQ S O の実績を色別したテーブルを
表示して知らせてくれるのです。主催者側のログデータはリアルタイムではないものの、数時間から2 日程度でアップ
デートされます。もちろんサーバーはリアルタイムで働いています。
私が年 2 回参加するアフリカへのD X ペディションでは、誰にでもログ情報をリアルタイムで確認できるようになっていま
す。アフリカのどの国からでも可能ですから、ロシアのこの種のイベントでも完全リアルタイムになるのも時間の問題で
しょう。

R 1 8 9 5 R とR 2 0 1 5 R とのQ S O は1 0 点、その他の局とのQ S O は5 点です。また、欧州以外に対して大陸別に点数加算があ
り、アジアはそれを2 倍、南北アメリカやオセアニアは4 倍したものが最終得点になります。この点数が1 2 0 点に達した後
に自局コールをW E B サイトで入力すると、P D F で作成されたアワードをダウンロードできる仕掛けになっているのです。
M I X 、電話、電信、デジタルモードの4 種類のアワードが準備され、それには自局のコールサインやアワードの通し番
号までも印字されているのです。またW E B サイトで、通し番号 1 番からアワードが発行された全ての局のコールサインリ
ストも見ることができます。また、3 0 局すべてとQ S O するか3 0 0 点を獲得すれば獲得できる盾も用意されていますが、こ
れには盾の実費と送料( 合計で約6 , 0 0 0 円) を支払う必要があります。
ある時からR 1 2 0 R で始まるコールを耳にしていましたが、単なる記念局か何かだと思っていました。そして、このイベント
を知るまでに1 0 日弱も要してしまいました。S R R の会長はじめS R R の主要メンバーを個人的によく知っていましたし、こ
れまでにない面白いルールなので今後も続けてほしいとの思いから、ちょっと参加してみようと3 0 局× 2 7 バンド・モード
の表を埋め始めました。それから数日後にW E B サイトに得点獲得上位1 0 0 局のコールサインリストが大陸別に掲載され
るようになり、それによると確か私がJ A で3 位、アジアでも1 0 数位となっていることが判りました。この順位の表はその後 3
時間毎に更新され続けましたので、気になりだすともう主催者の思うつぼ。結局このイベントが終了するまで、睡眠不
足の日々を過ごすことになってしまいました。

　　



R 1 2 0 R A からZ までの2 6 局はロシア各地の既存局が運用していたもので、その殆どはクラブ局でしたが、個人局も数局
ありました。個人局は彼らの時間的な制限からか運用時間がいつも似ていて、その時間にバンドが開かなければJ A か
らのQ S O はかなり困難ということもありました。また、言葉の問題からか電信やデジタルモードではQ S O ができるのに、
電話での運用は殆ど無いという局もありました。これらの問題もゲーム中ではハードルとして作用し、ゲームの面白さを
大きくしているのではと感じています。

各大陸トップ1 0 0 局のリストにはコールサインの横にその時点の得点も表示されますから、リアルタイムでの競争のよう
になります。これが、他の局が横に並んでいるかのような臨場感を与えます。また、W E B サイトで他の局のコールサイン
を入力すれば、その局がそれまでにQ S O した相手、バンド、モードを表示することができますから、競争相手の機器や
アンテナの状況や運用状況もその情報からある程度推測することが可能になります。同様に主催者側の局の運用バ
ンド、モード、それまでのQ S O 数等から、その局とのQ S O の可能性の難易度を推し量こともできます。このような情報を
駆使し、自分の運用スタイルを決めて競争を優位に進めることも可能になるのです。I T をアマチュア無線のイベントに
取り入れ、従来のコンテストとは全く異なる運用環境を作り出しているのです。

特別局のログリスト
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J A にとってはロシア北西部とのQ S O は困難です。もちろん4 0 m や8 0 m では至難の
業で、1 6 0 m は問題外です。それに引き換え、中央アジアや中東周辺の局にとっ
てはロシアに近い上、東西に延びるロシアの中間にあるため、ロシア全土に散ら
ばる局とのQ S O もJ A に比べればとても容易になります。実際に5 位以上の局はで
私以外は全てこの地域でした。こんな中、アジア3 位となったことは大変名誉なこ
とだと感じています。

この数年の年 2 回のアフリカへのD X ペディションで、その度に7 万から8 万 Q S O も
して無線が満腹状態になるせいか、自宅の局での運用時間がかなり減少してい
ました。でも、このイベントが自局で全バンドを時間を掛けて運用するというチャン
スをくれ、バンド全体の様子がこのイベントを終えて異なって見えるような気がし
ます。

Q S O 実績表

大陸ごとのT O P  1 0 0

A S  T o p  1 0

特別局
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 今回のイベントへはJ A から沢山参加されていましたし、世界的にも大変盛り上
がったように思います。参加したJ A の複数の方からロシアにこんな企画力がある
と驚いたという趣旨を耳にしました。長い冷戦時代での情報や経験からか、ロシ
アを暗いイメージで見る習慣ができているのかもしれません。ハムのお陰で数回
ロシアを訪れましたが、さすがに冷戦時代に世界をふたつに分けた一方のトップ
だった国だというのが、私の印象です。このイベントは電波利用の最初はロシア
であったという事実 ( ? ) を一人でも多くの世界の人に知らせることを主目的に企画
されたのかもしれません。でも、私にとっての大きな驚きは、東はカムチャッカ半
島から西はサンクトペテルブルグのまだ北の極寒の地まで広がる3 0 局からのログ
を一元管理し、参加者それぞれの運用結果やバンド・モード別に主催者側 3 0 局
とのQ S O の表の提供、大陸別トップ1 0 0 局の3 時間毎の順位発表、アワードの自
動発行等々が整然と行われ、長期間の壮大なゲームを企画し、実現したことでし
た。

国内にいて時差ボケを経験させてくれた肉体的にはかなりきついイベントでした
が、その辛さをトレードオフしてあまりある楽しみを与えてくれました。またの機会
があれば、ぜひ参加しようと思います。でも、3 0 日間というのは長過ぎます。体も
持ちませんし、他のスケジュールにも被害甚大です。もう若くはないので、せめて
1 ～2 週間にしてもらえませんかねぇ。

このイベントに本格的に参加し始める頃にP S K が必要と直観的に感じ、これまで殆ど運用経験がなかったP S K を始め
ました。前述のW E B サイトで自局の全 Q S O 数、モード別のQ S O 数に併せ 3 モードの運用比率が表示されます。それに
よると、私の最終 Q S O 数の内、電信が3 8 ％であったのに対し、電話とデジタルモードが同比率の3 1 ％であることに驚か
されました。R T T Y とP S K の比率は表示されていませんが、恐らく2 ：1 の比率でP S K が多かったように感じます。また、一
般のP S K 運用ではP S K 3 1 が主流のようですが、このイベントではP S K 6 3 が殆どでP S K 3 1 と同じ程度 P S K 1 2 5 が使われて
いました。P S K を体験して、P S K の有効性から、なぜまだR T T Y がより多く使われているのか不思議な気がしました。恐
らく、私がそうだったように食わず嫌いでP S K をやったことがないという方が多いのかもしれません。P S K はR T T Y のよう
に周波数シフトがありませんから、1 0 0 H z というような狭帯域のフィルターを設定しての受信も可能ですからS / N も容易
に改善されますし、数1 0 0 H z 毎に並んでお互いに混信も与えず周波数を有効に利用することができます。それにP S K 6
3 やP S K 1 2 5 を使い始めるとR T T Y の遅さに我慢ができないような感じにもなりました。P S K の詳しい話はまたの機会に。

得点1 2 0 点で発行される　A w a r d

有料発行の盾
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　今朝（2 0 1 5 年 5 月 2 日）のJ I 3 Z A G ロールコールで島本（J A  3 U S A ）さんがロシアで電波利用が開始されて1 2 0 周年だと
言っておられた。確かに、ロシアの物理学者 P o p o v がR u h m k o r f f 型誘導高圧発生器を使って電極間に火花を飛ばし、
垂直アンテナとアースにその出力を導く実験を行ったのが1 8 9 5 年、マルコニの火花遊びの約 1 年前だったことを思い
出した。
　ロシアには彼のほかにアマチュア無線の英雄がもう一人いる。その名前はM .  O . - V .  L o s s e v である。彼は正規の高等
教育を受けた物理学者ではなく、器用仕事が好きなアマチュア無線家だった。彼は手に入る限りのあらゆる鉱石を
ヨーロッパだけでなくアメリカ大陸などからも取り寄せ、その電気的特性を調べ、性能が安定し、感度の高い鉱石検波
器を探し求めていた。その時、何種類かの鉱石に「負性抵抗領域」が存在することを見つけた。特に、紅亜鉛鉱（z i n c i t
e ）に数ボルトの電圧をかけると数ミリアンペアの電流が流れ、その電流が、電圧を大きくすると減少するという「負性抵
抗」を示すことを発見した。1 9 2 3 年のことである。
　アマチュア無線家だった彼は、これを増幅・発振器として使用することを考え、写真１のような発振回路を構成した。
この試みは見事に成功し、真空管を必要としない鉱石型増幅・発振器（写真２）ができあがった。

　これをアマチュア無線仲間から伝え聞いたA d a m が小論文にまとめ、それを読んだフランス人物理学者がL o s s e v の発
見した負性抵抗現象を追実験し、彼の発見が正しかったことを1 9 2 4 年にR a d i o  E l e c t r i c i t e 誌に報告した。しかし、当時
の欧米の無線電信業界と物理学会は第一次世界大戦を機に実用化が始まった真空管に心を奪われており、真空管
の利用が電波の発振・増幅の本命であると「反論」し、L o s s e v の鉱石検波・増幅器を無視した。
　L o s s e v は第二次世界大戦中の最大の激戦地の一つ、スターリングラード包囲戦で戦死した。彼の業績は彼が同時
に愛してやまなかった「電流を流すと燐光を発する鉱石（現在の発光ダイオード）」の発見が部分的に後世に伝えられ
ただけであった。鉱石、すなわち固体半導体内部の電子挙動が量子力学的に解明されてくるのは第二次大戦後しば
らくたってからのことだった。なお、江崎玲於奈が負性抵抗（トンネン効果）ダイオードを発見したのは1 9 5 7 年夏だった
と言われており、その業績で彼がノーベル賞に輝いたのは1 9 7 3 年のことだった。
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写真１　L o s s e v の鉱石発振器（C r i s t a d y n e ）回路図　　                               　写真２　その外観
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